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第１ プロジェクトの取組状況等  

 

2 

第２ プロジェクトの今後の展開 

(１) 平成３０年度モデル事業の選定結果 

(２) 平成２９年度モデル事業の取組状況  

 

  

(１) モデル事業の磨き上げ 

(２) プロモーション 

(３) 売り場の確保  
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(１) 平成３０年度モデル事業の選定結果 

(２) 平成２９年度モデル事業の取組状況  

 



１０事業者から応募 

(１) 平成３０年度モデル事業の選定結果 

第１ プロジェクトの取組状況等 
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書類及び面接審査（６～７月） 

モデル事業の募集（４～５月） 

≪モデル事業として相応しい６事業を選定≫ 

① 技や産品の独自性・優位性 
② 東京ブランドの担い手としての意欲・適性 
③ 事業計画の創造性・革新性 
④ 海外からの来訪者等への訴求力、市場可能性 
⑤ 事業計画、実施体制の妥当性、継続性 

≪

選
定
の
視
点≫

 



第１ プロジェクトの取組状況等 

5 

平成３０年度モデル事業 ① 

伝統の口紅「小町紅」を紅ミュージアムを拠点
に発信 

株式会社伊勢半本店(港区) 

 
  日本の伝統的な口紅「小町紅」は、
海外のみならず国内においても認知度
が低いため、2020年に向けて、江戸の
文化などとあわせて国内外に発信する。 

  伊勢半本店 紅ミュージアム（港区
南青山）を「日本伝統の赤」や「日本
の化粧文化」の発信拠点として、東京
の観光スポットにする。 
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平成３０年度モデル事業 ② 

伝統的な素材や技を｢和｣とは異なる表現でグ
ローバル展開 

株式会社ポータークラシック(台東区)  

           日本が誇る道着や刺子を世界基準
の生地として発信し、織物、手仕事
を文化として継承。 

  寝具の老舗・昭和西川のmuatsuを
ストラップに採用した重さを感じな
い次世代バッグを、抱っこ紐やラン
ドセル等、学校や医療、救助分野へ
の展開も検討 
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平成３０年度モデル事業 ③ 

江戸の伝統食｢海苔｣を世界の｢ＮＯＲＩ｣へ 

株式会社山本海苔店(中央区) 

  海苔の仕訳技術の継承に努めると
ともに、海苔の持つ栄養効能、うま
味成分などの魅力を国内外に伝える
べく、自社で考案した味附海苔を時
代にあわせて進化させた「おつまみ
海苔」などのさらなる改良に努め、
若年層や外国人旅行者に訴えるブラ
ンドづくりに取り組む。 
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平成３０年度モデル事業 ④ 

江戸から受け継ぐ｢榮太樓飴｣を｢江戸菓子｣と
して世界に発信 

株式会社榮太樓総本鋪(中央区)    

 
  2020年に向けて、国内外からの
お客様に楽しんでいただくために、
日本橋のたもとにある本店のリ
ニューアル計画を進めるとともに、
日本が誇る榮太樓飴をはじめとす
る「江戸菓子」を海外に向け発信
する。 
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平成３０年度モデル事業 ⑤ 

暖簾をアップデートし､世界で新たな価値づくり 

有限会社中むら(千代田区) 

  江戸時代に江戸で屋外広告として
進化・普及した暖簾の文化や哲学を
改めて見直し、現代建築の玄関口や
空間の装飾として新たな価値が発揮
できる暖簾を提案することで、染色
を主とした日本の手工業や工芸の需
要創造を目指す。 
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平成３０年度モデル事業 ⑥ 

江戸切子・江戸硝子で楽しむ新しい日本酒の飲
み方提案 

木本硝子株式会社(台東区) 

  食事にあわせてお酒とグラスを変え
る「日本酒の新しい飲み方の提案」を
通じて、モダンデザインの江戸切子・
江戸硝子のプロモーションを都内酒蔵
との連携により行う。 

  外国人旅行者を都内酒蔵へ案内し、
新しい飲み方を体験させる「酒蔵ツー
リズム」にも取り組む。 
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(２) 平成２９年度モデル事業の取組状況 

○ 廣瀬染工場【江戸小紋】 

  建築家とのコラボレーションにより、実験的な反
物や着物の製作を行い、これまでにない江戸小紋の
世界を創出する展示会を開催（７～８月） 



第１ プロジェクトの取組状況等 
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○ 龍工房【江戸組紐】 
 アイコンを活用した「東京おみやげ」を製作･販売

（７月～） 

 

 

 

  株式会社ＪＴＢと連携した店頭スタッフによるプ
ロモーション（８月～１０月） 

  フランス人テキスタイルデザイナーとの新商品開
発を企画 

(２) 平成２９年度モデル事業の取組状況 
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○ 江戸切子の店 華硝 
  ＳＡＫＥ女の会主催「大江戸 東京 粋な酒祭り」
でのＰＲ（７月） 

 

 

 

 

  大手ホテルの東京旅行紹介企画で、日本橋老舗を
巡るツアープランを構築・実施 

  ブランド再構築に向けたコンサルティングを実施 

 

 

 

 

 

 

(２) 平成２９年度モデル事業の取組状況 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwj9iuTI_vrcAhWJVrwKHXRZA6EQjRx6BAgBEAU&url=http://omotenashi-sakejo.com/2018/08/05/2nd-anniversary/&psig=AOvVaw0RdGNRQUAq3hLKXZD2VU66&ust=1534832446201716
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○ うぶけや 

  グラフィックデザイナーとの連携による海外プ
ロモーションツールを企画 

○ 日本料理アカデミー東京運営委員会 

  10月に開催する東京150年祭（仮称）において、
東京産食材をテーマにした食のイベントを企画 

 

 

 

 

 

(２) 平成２９年度モデル事業の取組状況 
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(１) モデル事業の磨き上げ 

(２) プロモーション 

(３) 売り場の確保  

 

第２ プロジェクトの今後の展開 



(１) モデル事業の磨き上げ   

第２ プロジェクトの今後の展開 
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モデル 

事業者 

運営サポート 
（都 ＋ 委託事業者） 

○支援チームとモデル事業者の連絡調整 

○定例会議の運営   ○マッチングのコーディネート 

○全体会議の運営   ○磨き上げ経費の支出 

○モデル事業者の経営サポート ○進捗管理 など 
３０年度 ３１年度 ３２年度 

専門家による支援チームを組成、都との連携体制 
のもと、プロジェクトをサポート   （昨年度と同様） 

支援チーム 



全体の認知度アップ､ブランドイメージ醸成に向け､
各種発信ツールを効果的に活用 

(２) プロモーション ①  

第２ プロジェクトの今後の展開 
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 プロジェクト全体の周知に加え､モデル事業
のプロモーションにもつながるロゴマークを作
成 

 ロゴマークを反映しながら、統一感のあるイ
メージのもと、画像・映像を前面に出した情報
発信（ＷＥＢサイト、ＳＮＳ等） 

   

 



国内外の東京の魅力発信イベントと連携したプロ
モーションにより、潜在層を掘り起し 

(２) プロモーション ②  

第２ プロジェクトの今後の展開 

18 

 浜離宮庭園で開催する東京150年祭において、
モデル事業者の技や食を体験・実感しながら御
茶屋等を巡るプログラムを企画 

 パリで行う観光プロモーションでの伝統の
技・産品の紹介に加え「アトリエ・ブランマン
ト」を活用したプレマーケティングも企画 

 

 

 

 

 

   

 



収益確保に向け、商品購入につながる場づくり、
仕組みづくりを多面的に検討 

(３) 売り場の確保   

第２ プロジェクトの今後の展開 
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 期間限定ショップの出店などを試行実施 
（候補）空港ロビー、ギャラリーなど 

 パリ「アトリエ・ブランマント」での企画
展・販売を予定（31年2月頃） 

 海外ＥＣサイトを活用した販売の可能性を

検討   
 

    

   



「アトリエ・ブランマント」とは 

パリ・マレ地区にあり、齋藤峰明氏が総合ディレク
ターを務める日本の職人技術の新たな可能性を発信
するアトリエ。 
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